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Ⅰ．１）イオンサプライヤーＣｏＣ(取引行動規範)

要求内容

2

※2004年度よりトップバリュのサプライヤー様
を対象に稼動



２）ＳＡ８０００認証取得、国連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝﾊﾟｸﾄ参加
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３）国連グローバル・コンパクトの10原則

人権 企業は、

 1  国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、

 2  自らが人権侵害に加担しないように確保すべきである。

労働基準 企業は、

 3  組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、

 4  あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、

 5  児童労働の実効的な廃止を支持し、

 6  雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。

環境 企業は、

 7  環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、

 8  環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、

 9  環境に優しい技術の開発と普及を推奨すべきである。

腐敗防止 企業は、

 10 強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組む
 べきである。
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Ⅱ．１）カーボンフットプリントの概要

 カーボンフットプリント

（ＣＦ：Carbon Footprint）とは

 人間活動における温室効果ガスの排出
量をCO2の単位に換算し、地球環境に与
えている影響の大きさを示すもの。

 商品・サービスの提供にあたり、製造・配
送・販売・廃棄の各段階において排出さ
れるＣＯ２排出量を「見える化」。

 また、測定したＣＯ２排出量を商品に表示
し、温暖化問題への取組みをアピールす
るツールとして活用する 。

 さらには、カーボンオフセットの根拠数値
として連動が可能。
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２）
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英テスコのカーボンフットプリント〈事例：2010年7月〉３）
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カーボンフットプリント先進国の動向と消費者の評価４）
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消費者動向について５）



【トップバリュ グリーンアイ あきたこまち】

ＣＯ２総排出量【ＣＦＰ・統一マーク】

段階別のＣＯ２排出構成比

つくる：原料栽培時のデータと製造時のデータ
はこぶ・はんばい：商品輸送と販売時の照明や冷蔵などのデータ
つかう・すてる：使用時のモデルケースのデータと包装資材の廃棄のデータ 10

６）日本のカーボンフットプリントの取り組み(4つの目的)

目的

①イオンが当該商品から出るCO2を削減することを社会に約束する

②トレーサビリティ精度向上(プライベートブランドなど)

③LCAの活用により、更なるCO2とコストの削減が可能
④サプライチェーンの英知結集による全体でのCO2 削減

･平成21年度から、①経済産業省の
エコストア研究会及びPCR委員会
にて小売業のPCR策定基準の精
緻化と本格実施に向けた調査・検
討を行う。②国策で’09.9月に設立
されたカーボンフットプリント日本
フォーラム(産学官民プラットフォー
ム)に上山が副会長として参加。



７） 経済産業省により認定された

イオンのPCR (商品種別算定基準) 抜粋 〈’09.9.4〉
〈事例〉 菜種油 (認定PCR番号：PA-AB-01)

【原材料調達段階】

原材料調達段階には以下のプロセスが含まれる。

1) 菜種の栽培プロセス：

・菜種油の原料となる菜種の栽培に関わるプロセス。

・具体的には、圃場における｢圃場整備」、「播種」、「栽培管理」、「収穫」など、菜種の収穫
物を得るまでの各プロセス。

・土壌からの窒素肥料の「一酸化二窒素(N2O)発生」についても、これらのプロセスにともなうものとし
て対象に含める。

・なお、本PCRでは、農地土壌における炭素貯留プロセスについては、評価対象外とする。
Co2吸収源として農地土壌は炭素貯留の効果は認められるものの、国際的に合意された計算方法がなく、

また実測の場合も技術開発を持つ必要があるため、その評価は今後の検討課題とし、現段階では算定に
は含めないものとの考え方を取る。

2) 菜種の調整プロセス：

・収穫後の菜種を調整によって油糧原料にし、出荷できる状態にするまでの各プロセス。

・具体的には、「選別」、「計量」、「保存」など。

対象とするライフサイクル段階 (抜粋)
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3) 菜種の輸送プロセス：

輸送プロセスとして、次のプロセスを評価の対象とする。

・調整前の菜種が調整施設に輸送されるプロセス
・調整後の菜種が搾油等を行う植物油工場まで輸送されるプロセス

4) 廃棄物処理プロセス：

各プロセスから排出され、外部事業者のよって実施される廃棄物処理プロセス。
有価物は対象としない。

【生産段階】

生産段階には以下のプロセスが含まれる。

1) 「荷揚げ」、「貯蔵」などの加工前プロセス
2) 「圧搾」、「抽出」、「脱ガム」、「脱酸」、「脱色脱ロウ」、「脱臭」などの植物油への

加工プロセス
3) 「貯蔵」、「ブレンド」、「計量」、「充填」などの加工後のプロセス
4） (搾油サイトと充填サイトが異なる場合) サイト間輸送

※カーボンフットプリント算定の実作業では、活動量の把握がメインとなり、データ品質の確保が
課題となる。サプライチェーンを担う事業者間で、機能単位、データ収集期間、地理的な条件など、
各々、別々な方法でデータ管理されており、合理的に整理していくプロセスに労を要す。

※農産物の栽培プロセスでは、｢データの代表性の確保｣がポイントとなる。

（日本は小規模多数の農家での栽培が多い。)
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Ⅲ．１） W社のサステナビリティ・インデックス戦略

【日本経済新聞’09年7月17

【W社の基本方針】

・21世紀の小売業のサスティナビリティ
の基準づくりをめざす。

・水とエネルギー、廃棄物などLCA視
点での分析

→カーボンフットプリント(＝炭素)
より範囲が広い

・EDLC、トレーサビリティ向上など、
環境以外の視点も重視。

・品質、ブランド、環境、CSR、安全安
心をお客様に提供するべきVALUEと
して統合的な戦略をたてて いる。



２） 2009年より本格始動したW社のサステナビリティ インデックス

企業価値向上及び企業の持続的成長へ

消費者の支持。特に1980～
2000年に生まれた将来の顧客

となる若い世代(▲▲)

循環型エコシステムへ。

市場の圧力が技術革新(サステ
ナブルイノベーション)に拍車。

サプライヤー(メーカー）の行動
変容(■)

サプライヤーへの15の質問を手
始めとする要請(対象10万社)

GHG排出とコストの削減

LCA分析によるGHG排出とコス

トの顕在化

持続可能な生産活動(▲)を行っ
たかどうかが一目でわかる

消費者へのわかりやすい表示
(数値orシンボルマーク)

将来的に全商品のLCA分析を行い、サステナビリティ インデックス(指標)として商品に表示していく。

2009年 サステナビリティ コンソーシャム(産学民共同体) (※※)設立

産業エコロジー(※)という概念を経営課題へ

低炭素社会構築及びサステナブルエコノミーへの転換という時代認識と先行的対応

LCA分析を行うためオー
プンソースの情報システ
ム「アーススター」の開発

共有データベースづくり

(▲▲)価格だけでなく、どの商品が
環境によく、貧困国に与える
ダメージが最小かで購買決定をし、
サステナビリティが関心事のトップ
の世代と分析。

(▲) 環境負荷低減(Co2，水，廃棄
物)や従業員の福利厚生及び地域
社会への貢献等。 (■) 自然エネルギーの利用率を上

げ、有害物質の使用を避け、労働
環境を改善する等、指標を上げる
努力へ。

(※※)アーカンソー大学(グレゴリー
ノリス氏等)及びアリゾナ大学，NG
O，サプライヤーとの協力機関(シ

ステム開発事業体)

(※)産業エコロジー
＝生態系をモデルとした

産業活動
(ある産業の廃棄物を別の産業が
資源として利用する等。)

14201１年 GPN    上山 静一



３）サプライヤーに対する15の質問① (ウォルマート)
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サプライヤーに対する15の質問② (ウォルマート)
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４）エコ商品の世界統一基準作りの進展とサービス領域への広が

【日本経済新聞’10年12月20日 】 【日本経済新聞’10年12月22日 】

ウォルマート主導の
サステナビリティー・
コンソーシアム
(アリゾナ州立大 共同代表）



５）サステナビリティ コンソーシャムによる「ＳＭＲＳ」
（持続可能性の測定と報告システム）

※「Ｔｈｅ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ（ＴＳＣ）は、２００９年につくられた産学共同体。
現在１６の大学と８０超の小売企業，消費材メーカーが加盟。バイヤー対象が活動の中心。

アーカンサス大学，アリゾナ州立大学，ウォルマート，セーフウェイ，Ｍ＆Ｓ，アホ－ルド，
ベストバイ，コカコーラ，ロレアル，カーギル，ユニリーバ，Ｐ＆Ｇ，デル，ＬＧ電子，ダウ，ヘンケル，
マクドナルド，パナソニックなどが加盟。 （北米７０％，その他３０％）

※Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ（ＳＭＲＳ）を使い、カーボン，水，
資源，生物多様性，毒性物質と社会的インパクトを対象に科学的測定と報告を行い、その環境的，

社会的負荷を低減する活動を目指す。そのポイントは「Ｈｏｔ Ｓｐｏｔ」を探し出しメスを入れる事。

Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｇｒｏｕｐｓ
（１０のＷＧ）

ＳＭＲＳ

１）コンソーシャムＷ．Ｇ

（共通のﾃｰﾏを扱う４つのＷ．Ｇ）
①消費者心理 ②測定技術
③Ｉ Ｔ．ＬＣＡツール
④パッケージ（容器包装）

２）セクターＷ．Ｇ

（製品毎にﾃｰﾏを深堀りする６Ｗ．Ｇ）
⑤電気．電子機器
⑥食料，飲料，農産物
⑦ホーム，パーソナルケア
⑧紙 ⑨玩具

⑩リテイル（小売業，製造業共通ﾃｰﾏを扱
う）

１）対象
・グローバル気候変動 ・オゾンの消耗 ・土地占有
・毒物（ガン性） ・毒物（非ガン性） ・フレッシュな

水の消費 ・人権 ・労働条件 ・健康と安全 等。

２）測定のステップ
①＜ﾚﾍﾞﾙ１＞ｶﾃｺﾞﾘｰ ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ（概要） ⇒「ｶﾃｺﾞ

ﾘｰ」（例．洗剤）毎に「Ｈｏｔ Ｓｐｏｔ」を探し、上記
１）を測定。

②＜ﾚﾍﾞﾙ２＞ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨﾃﾞｸﾗﾚｰｼｮﾝ（宣言） ⇒
「個別ブランド」（例．アタック）毎にエネルギー，水，

廃棄物，カーボンをベースライン（ＬＣＡ）モデル＋Ｐ
ＣＲに基づき測定し、（特に重要なＨｏｔ Ｓｐｏｔ）
結果を発表。また、第３者認定やＩＳＯ，エコラベルの
チェックをうける。 18



６）フランスの新しい「環境ラベル」試行プロジェクト
※仏の「エコロジー・持続可能開発・運輸・住宅省」が、環境に関する国家コミットメント法（ｸﾞﾙﾈﾙⅡ）

の第228条に従って、2011年7月1日から開始。

 食品，飲料，衛生用品，衣料品，電気電子機器，建造物などの様々な業種の168社・1,000製品
が参加。 （230超社が申し込み)

 2011年7月1日～2012年9月までの約1年間のパイロットプロジェクト。

 対象

①「フランスで製造され、フランスで消費される製品」と
②「輸入され、フランスで消費される製品」を対象。⇒ 今後全部門に拡大するか評価へ。

本スキームには以下の項目が含まれている

①製品のCO2排出量
②生物多様性への影響
③天然資源（水，非再生可能原材料等）

への影響など、製品によって異なる環境
特性に従って考慮される。

①既存の方法論に基づく LCA評価
②製品カテゴリー毎のLCAを実施する
ためのガイドラインの開発
③コミュニケーションフレーム
④パブリックLCAデータベース

情報は様々なメディアで提供
①パッケージ ②レシート ③ウェブ 等。

 提供される情報
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７）コンシューマー グッズ フォーラム

のサステナブルなパッケージ設計
※「Ｔｈｅ Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｇｏｏｄｓ Ｆｏｒｕｍ」のＧｌｏｂａｌ Ｐａｃｋａｇeｉｎｇ Ｐｒｏｊｅｃｔ （ＧＰＰ）

（2009年6月発足。70カ国で小売業，消費材メーカー650企業加盟。総売上高260兆円）
※サステナブルなパッケージ設計の為に考慮すべき項目リスト

（Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ ａｎｄ Ｍｅｔｒｉｃ Ｏｖｅｒｖｉｅｗ）

環境 Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ 経済的 Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ

（属性） （Ｌｉｆｅ Ｃｙｃｌｅ
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）

・パッケージの重量
・総マテリアルインプット

・パッケージ量の削減
・パッケージ量の重量比
・マテリアル廃棄物
・ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾏﾃﾘｱﾙ明細
・ﾘｻｲｸﾙ，再生材明細
・ﾁｪｰﾝ ｵﾌﾞ ｶｽﾄﾃﾞｨ

・気候変動
・オゾンの消耗
・毒物（ガン性）
・毒物（非ガン性）
・放射線
・光化学オゾン発生

可能性
・酸性可能性
・資源消耗

・パッケージのトータルコスト
・パッケージされた製品の消耗
量（廃品）

・再生可能な累積エネルギー需要

・再生不可能な累積エネルギー需要
・水の消費量 ・土地占有量

社会的 Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ

・製品の安全性
・過度な労働時間
・報酬
・地域社会への投資
・児童労働
・強制労働
・連帯の自由
・仕事上の健康
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ご清聴、ありがとうございました。
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